
<数値評価方式>

【リスクの見積りとリスク評価】　参考事例

ピッキングフォークリフト
を使用し、保護具として
安全帯を確実に使用し、
保護帽を適切にかぶる。 2 2 6

10
（Ⅲ）

残留リスク

作業者がパレットの端部
に乗るとパレットが傾き、
バランスを崩して転落し、
頭部を骨折する。 4 4 10
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（Ⅳ）

3
（Ⅰ）

110
20
（Ⅳ）

荷をラック（棚）に保管す
る時は、パレット荷とし、
パレットごと地上へ卸し、
地上で作業を行う。 1 1 1
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4

検品作業のためラッ
ク（棚）からダンボー
ル箱を取卸しする作
業 1 2

可能
性

重大
性

リスク
レベル

優先度
の判定

1

2

定常

フォークリフトのエンジンが
掛かっているのでフォークリ
フトが急に後退したり、降下
したりすると作業者がその反
動でバランスを崩して転落
し、頭部を骨折する。
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低減措置の内容 頻度

作　業　分　析
リ　ス　ク　評　価

現状のリスクの見積り・評価 低減措置実施後のリスクの見積り・評価

No. 作業項目 回/日 時/日
作業
形態

発生の恐れのある
災害の内容


